
平成 28 年７月 28 日 

武蔵野市障害者福祉サービスあり方検討有識者会議 

資料 ４-１ 

福祉タクシー利用券の助成方法見直しについて  

 

１  現在の助成方法  

  初乗り運賃分が無料になる福祉タクシー利用券を年間最大 60 枚交付。 

１回の乗車につき１枚使用でき、９月１日から翌年８月 31 日まで１年

間有効。対象者は身体１～４級、愛１～３度、精神１級。所得制限あり。  

 

２  助成方法見直しによる 予算額の積算  

  500 円券と 100 円券に分け、１度に複数枚利用できる金券方式を検討  

する。利用率を他市の平均 70％とし、助成方法を参考にした上で以下の

ように予算を積算した。  

平成 27 年度予算額  43,899,000 円  

平成 27 年度決算額  42,412,950 円  

平成 27 年度延べ対象者数  2,068 人  

 

①額面を今までと 同額（ 730 円×60 枚）にした場合  

年間最大助成額 （額面）  43,800 円

（500 円券 72 枚＋100 円券 72 枚＋50 円券 12 枚） 

平成 27 年度予算額との比較  20,976,720 円増  

 

② 27 年度予算額とほぼ同額になるように額面を設定した場合  

年間最大助成額 （額面）  28,800 円（ 500 円券 48 枚＋ 100 円券 48 枚） 

平成 27 年度予算額との比較  1,240,992 円減  

 

③額面を他市の平均額に設定した場合  

年間最大助成額 （額面）  32,400 円 (500 円券 48 枚＋ 100 円券 84 枚 ) 

平成 27 年度予算額との比較  4,091,259 円増  

 

④障害の程度に応じて２段階に額面を設定した場合（重複する 場合は有利

な方で算出）  

Ａ券：他市の高額の平均 (対象：身体１～２級、愛１～２度、精神１級 ) 

Ｂ券：他市の低額の平均 (対象：身体３～４級、愛３度 ) 

年間最大助成額 （額面）  Ａ  36,000 円（ 500 円券 60 枚＋ 100 円券 60 枚） 

Ｂ  30,000 円 (500 円券 48 枚＋ 100 円券 60 枚 ) 

平成 27 年度予算額との比較  5,478,473 円増  

 裏面あり  



平成 28 年７月 28 日 

武蔵野市障害者福祉サービスあり方検討有識者会議 

資料 ４-１ 

【参考】ガソリン費助成について  

 

１  現在の助成方法  

  本人または家族の自動車で外出する際、ガソリンまたは軽油の費用を

１リットルにつき 55 円、１か月あたり 65 リットルまで助成する （ 12

か月で最高 42,900 円）。助成対象期間は９月１日から翌年８月 31 日ま

で１年間。対象者、所得制限は福祉タクシー利用券と 同じ条件。  

 

２  平成 27 年度の予算額、決算額、対象者数  

平成 27 年度予算額  15,660,000 円  

平成 27 年度決算額  13,435,412 円  

平成 27 年度延べ対象者数  785 名  

 

３  請求件数と利用率  

 請求件数  利用率  

平成 24 年度  4,680 49.7％  

平成 25 年度  4,565 49.9％  

平成 26 年度  4,456 49.1％  

平成 27 年度  4,287 47.4％  

 

＊ガソリン費助成と福祉タクシー利用券は併給ができない。同期間にそれ

ぞれ利用がない（ガソリン費助成は１度も請求していない 、福祉タクシ

ー利用券は券をすべて返却）場合は、年度の途中でも申請した月からガ

ソリン費助成⇔福祉タクシー利用券の変更が可能。  


